
三重県方面の飛行だけ
でも３時間を要する 

南海トラフ地震では広域的に様々な被害の発生が想定される 
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防災ヘリ（まんなか号）の役割 

※南海トラフ地震最大クラスの震度分布（H24.8中央防災会議資料） 
  被災状況写真は、東日本大震災、熊本地震のものを使用  

空撮映像 

ヘリで収集した被災情報データを分析し、TEC-FORCE
や災害対策機械等の派遣検討を早期に着手する必要
がある 

→まんなか号１機での中部地整管内全体 
 にわたる短時間での情報収集は不可能 

ヘリによる情報収集の課題 

管内海岸線総延長：約９００km 
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発災後、３時間を目標にヘリ
による被災状況を把握 

高画質ｶﾒﾗ 

ﾍﾘｻｯﾄ 

通信衛星 

被災現場 

現地の被災現場を通信衛星を使用し、
リアルタイムに中部地整に配信する。 



中部地方整備局災害対策室 

安全飛行のための飛行統制 
災害時の飛行の安全を確保するため飛行統制を策定 
 ●地線目標を０．５海里（約９００ｍ）右側通行 
   地線目標：海岸線、高速道路、河川等 
 ●任務に応じた飛行高度 
   捜索・救助機：１０００Ｆｔ（約３００ｍ）以下 
   推進・帰投機：１５００Ｆｔ（約４５０ｍ）以上 
 ●ヘリの相互通信 
   無線周波数を設定し、位置情報等を通報 

ヘリワーキング構成員 
第四管区海上保安本部、中部管区警察局、岐阜県警、愛知県警、三重県警、陸上自衛隊第１０師団、 
航空自衛隊中部航空方面隊、岐阜県、愛知県、三重県、名古屋市、中部地整 

静岡県内を管轄する海上保安庁、自衛隊および静岡県警
とは映像情報を共有できていないため、早期に映像を共有
できる体制の構築を目指す。 

ワーキングでは、映像情報の共有化に 
向けた通信手段等の申し合わせ事項を 
調整してきた。 
 

連携済み事項 
●ハード面●通信設備の整備 
●ソフト面 ●連絡体制やヘリの位置通報点、安全な飛行のため  
         の飛行統制等の申し合わせを策定 

陸上自衛隊の保有機 

海上保安庁の保有機 

三重県警のすずか 

中部地整 
まんなか号 

愛知県庁所有
のわかしゃち号 

岐阜県庁所有の若鮎３号 

海上保安庁の保有機 陸上自衛隊の保有機 三重県警のすずか 

まんなか号 

平成30年度に関係機関ヘリからリアルタイム映像
を中部地整で受信できる体制を実現 

平成31年2月に映像情報伝達訓練を実施 

愛知県のわかしゃち号 岐阜県庁の若鮎３号 

【今後の目標】 
静岡県内における映像共有体制の構築 
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